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(別紙様式）

教育委員会等名 熊本県教育委員会

（①□ ②□ ③□）レ

Ⅰ．学校名及び規模

熊本県球磨郡錦町立錦中学校

１年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ５ ５ ０ １４
２６

生徒数 １５７ １６８ １７１ ０ ４９６

Ⅱ．実践研究の概要

（ⅰ）研究主題 礎（いしずえ）を築き、自己実現に向けた「学び」の創造

～今日の学びが明日の学ぶ意欲につながる授業をめざして～

（ⅱ）研究主題設定の理由

１．これからの時代に生きる子どもたちを取り巻く社会環境の変貌からの視点

わが国の社会状況はこれまで以上に大きな変化を遂げている。国際化・情報化・少子高齢化等に

伴う社会問題は、これからを生きる子どもたちが背負っていかなければならないのである。このよ

うな時代に生きる子どもたちにどのような力を身につけさせていくかは、今の学校教育において、

大きな課題であると考える。すなわち、今後の社会はこれまで以上に変化が激しく、子どもにとっ

てますます生活しにくい世の中となるであろう。それだけに時代の波に押しつぶされたり、流され

たり、黙ってついていけばよいというのではなく、しっかりと自分を見つめるとともに、自らで時

代の流れを確かめ、判断し、行動するという社会に対応できるための力を育成しなければならない

と考える。

２．これからの学校教育に求められるものからの視点

本年度より実施される完全学校週５日制の導入や教育内容の厳選に伴い、社会では、子どもたち

の学力低下が懸念されていることも確かである。だが、これから社会の急激な変化が予想されるか

らこそ学校教育では、従来の学力観を見直し、社会に対応できるための［確かな学力］を身につけ

させることが必要である。この［確かな学力］とは、知識・技能の力だけをさすものではなく、学

ぶ意欲、思考力、判断力、表現力などを含み、教科等で身につけた基礎・基本を、自らのものとし

て確実に習得し理解を深め、その後の学習にも将来の生活にも生きてはたらくことのできる学力と

してとらえていかなければならないと考える。

Ⅲ．実践研究の内容について

（ⅰ）研究体制の工夫（省略）

（ⅱ）実践研究の内容

１．評価規準と評価基準

「評価規準」とは、学習指導要領に示されている教科目標に基づく学習活動において 「おおむ、
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ね満足できる」とする学習到達の尺度を示したものである 「評価基準」とは、生徒や学校・地域。

の実態に応じて 「評価規準」を具体化したものであり、教科目標の到達を目指したその学校独自、

の学習到達の尺度を示したものであると考える。

社会生活に例えてみることにする。全国で交通事故をなくすために「交通ルールを守ろう！」と

いった目標が設定され、それに基づき錦中学校では 「ヘルメットを着用し、一旦停止をしよう」、

といった具体的な遵守項目を設定したとする。すなわち錦中学校では、生徒がヘルメットを着用し

て、一旦停止を徹底できれば、交通事故をなくすという目標が達成できるということである。この

例を、評価規準と評価基準の位置づけとして示したのが資料１である。

【資料１】

評価規準【全国の交通安全目標 ・・・・・・・】
◇ 学習指導要領に示されている各教科の

交通ルールを守ろう！ 学習到達度の尺度

評価基準【錦中の交通安全目標 ・・・・・・・】
◇ 生徒や学校・地域の実態に応じた学校

ヘルメットを着用し、 独自の学習到達度の尺度
一旦停止をしよう

２．自己評価（日常的評価）の重要性

これから、生徒たちが「生きる力」を身につけていくためには 「自己学習力」とともに「自己、

評価能力」が重要である 「自己評価」とは、学習状況や達成度について、学習の主体者である生。

徒自身が評価することである。この「自己評価」は、自分自身の可能性を見いだし、将来を切り開

いていく力を育成するためにも重要な活動であり、生徒の「生きる力」を育てる活動そのものであ

ると考える。これまで生徒に知識や技能を習得させることに力を尽くしてきたばかりに生徒が、自

らを客観的に見つめたり振り返ったりする能力や態度の育成を見落としてきたなどの反省を踏ま

え、自分の学習のあり方を客観的に振り返り、将来に結びつけようとする態度を育てることができ

る「自己評価」の実践に努めていきたい。

３ 「能動的」学習から「能動型」学習への展開．

これまで行われてきた大方の問題解決的な学習は、学習課題あるいは問題自体をあらかじめ教師

が用意することが多く その課題を生徒に調べさせたり 検討させたりする学習活動 いわゆる 能、 、 、 「

動的」な学習であった。生徒の学習が楽しく、そして主体的に展開されるためには、学習対象であ

る社会事象に、生徒自らの課題を持って調べ、自らの体験や作業などの活動を通して自分なりの見

通しをもって解決をしていくことが「能動型」の学習であると考える。すなわち内発的動機づけに

よる学習意欲の喚起を大切にしたいものである。この点を踏まえ 「能動型学習」については、下、

記の表について留意して展開していきたい。 【資料２】

「能動的」学習 「能動型」学習

○教師が学習課題をあらかじめ用 ○生徒が社会事象に対する興味・
学習課題の設定 意した、外発的動機づけによる課 関心を持った、内発的動機づけに

題設定である。 よる課題設定である。

○外発的な動機づけのため、主体 ○主体的な調べ学習により、資料
問題解決の方法 的な課題解決学習に成り得にくく への探求能力や分析能力を高め、

その成果も統一化される。 その成果も生徒によって異なる。

○授業の終了時の評価活動である ○展開の中に評価が位置づけられ
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評価のあり方 ため、結果重視の評価活動となり るため、生徒の学習過程を評価し
やすい。 やすい。

４．個に応じた授業の工夫について

本校の数学科と英語科では、昨年度から全学年でＴＴ授業を実施している。数学科では、今年度

よりＴＴ授業に加え、２・３年生で週２時間ずつ少人数制授業を実施し、さまざまな研究を進めて

きた。この研究授業を実施する上で、単に教師一人あたりの指導生徒の数を少なくできるというだ

けではなく、数学的な見方・考え方を多角的・多面的にとらえ、思考力や判断力、表現力を養うこ

とができる授業の展開を重視して、取り組んでみた。また、従来のＴＴ授業で使われてきた「Ｔ１

・Ｔ２」という表現に「主・副」とのイメージがあり、Ｔ２の役割として「Ｔ１の補助」というイ

メージを払拭し、二人で指導するプロセスの構築を目指すために 「フロントティーチャー・バッ、

クティーチャー」という呼び名に変えて、どちらの教師でも、指導の主導権がとれたり、個別の指

導に当たったりするという、臨機応変に動ける立場やスタイルでの授業の展開を目指した。この実

践により、ＴＴ授業や少人数制授業の利点が、さらに生かせ、生徒の個に応じた指導がより合理的

かつ有効的に展開できればと期待している。 【資料３】

（ⅲ）成果と課題

１．研究の成果

ア 基礎基本の確実な定着に向けて基礎的・基本的な考え方（基礎学力）を繰り返し学習し、

それを振り返ることが大切であるととらえ、取り組ませる時間を授業の中に設定することで

指導項目を精選することができた。

イ 自ら学習課題を発見し、解決に向けて取り組む能動型学習を授業の中に設定することで、

生徒たちも互いに「学び合い ・ 助け合い ・ 認め合い」ながら、楽しんで課題追求を行う」「 」「

ことができた。

ウ 個に応じた授業の展開について数・英を中心にＴＴと少人数制による授業で取り組んでい

るが、生徒にとって「質問しやすい・先生に詳しく見てもらえる」など生徒に好評であり、

教師にとってもきめ細やかな指導ができ有意義であった。

２．研究の課題

ア 徹底指導の中で繰り返し学習し、振り返らせた事項を確実に定着させる確認の場をどのよ

うに創り出すかが必要である。

イ 数・英を中心にＴＴ授業と少人数制による授業で取り組んでいるが、指導展開や役割分担

の打ち合わせ等の時間の確保が必要である。

（ⅳ）成果の普及方策（省略）

段階 徹底 教師の支援
学習内容 ・活動 ・

時間 能動 ＦＴ（フロント・ティチャー） ＢＴ（バック・ティーチャー） 関心・意

つ １ 英語で挨拶をする 徹底 ・元気に挨拶し、英語学習の雰囲気
か を作る。
む ・プリントを用い、新出単語の確認 ・自主学習ノ－トを点検する。
( ) ２ テスト ・既習単語の定着の確認する。 ・個人内評価を記入する。10
３ 教科書の内容につ 徹底 ・視聴覚的にも本文の内容理解を促すためにデモンストレ－ションを行い、

広 いて考える 本時の学習への意欲づけを図る。
・本文を和訳する
・Ｑ＆Ａで内容を ・和訳を通して本文の要点（異文化 ・ピクチャ－カ－ドを掲示する。

げ 確認する 理解）を確認させる。
・本文を音読する ・発表者のボランティアカ－ドに

スタンプを押し意欲づけを行う。
る ・モデルリ－ディング（読めない生徒に個別指導する）



- 7 -

（ⅴ）その他（参考）

１．選択教科の履修幅の拡大と柔軟性ある運営

「選択教科」の履修は 「中学校段階が、小、

学校と比べ個性の多様化が一層進むことを踏ま

えて、一人一人の生徒の特性等に応じた個性を

生かす教育を実践していく」という考え方に立

って、新学習指導要領から拡大されてきた。教

科等の学習で抱いた興味・関心や学習意欲を生

徒が選択した教科の学習で一層深め、生徒一人

一人の持ち味を伸ばすことがねらいである。

このことを受けて本校では、各学年ごと選択

教科の履修幅を拡大させるとともに、１単位時

間の弾力的な運用として、１校時開始前に１モ

ジュールを２５分とした選択教科を週２日実施

している。モジュールを取り入れた週時程と選

択教科の開設については、右記の通りである。

【資料４】

月～金の時間 月 火 水 木 金

０．５ １８：０５～ ８：３０ 朝自習 朝自習
選 択 Ｂ日課 選 択

８：１５～ ８：３０ 職員朝会 （25分） 職員朝会 （25分）

学 活８：３０～ ８：４０

８：４５～ ９：３５
２ ８ １３ １９ ２５

１ 校 時

９：４５～１０：３５
３ ９ １４ ２０ ２６

２ 校 時

１０：４５～１１：３５
４ １０ １５ ２１ ２７

３ 校 時

１１：４５～１２：３５
５ １１ １６ ２２ ２８

４ 校 時

給 食１２：３５～１３：０５
昼 休 み１３：０５～１３：４０

掃 除１３：４０～１３：５５
着 替 え１３：５５～１４：０５

１４：０５～１４：５５
６ １２ １７ ２３ ２９

５ 校 時

１５：０５～１５：５５
７ １８ ２４

６ 校 時

学 活１６：００～１６：１５

放 課１６：１５～




